
 

遡及班・・・図書館蔵書の MARC作成を担当。行政資料や地域資料など、一般には流通しない資料の現物を 

図書館からお預かりしてデータ作成しています。 

雑誌班・・・書店発売されている雑誌のデータ作成を担当。図書館で多く所蔵されている雑誌には目次情報も入力し、特集タイトル

やインタビュー・対談のゲストなど、細かいキーワードからの検索が可能です。雑誌は刊行スケジュールがタイトな 

ため、１日で各工程を駆け抜け猛スピードでデータを作成！書店発売日の朝にはデータが完成しています。 

ＡＶ班・・・Audio Visual＝視聴覚資料の MARC作成を担当。録音資料の MARCには収録曲のタイトルやアーティスト名を 

入力し、TRC独自の音楽分類・音楽件名も付与しています。 

特注班・・・図書館からのさまざまなご要望に応じて、オリジナルの仕様の MARC作成を担当。パンフレットや江戸時代以前の図

書、外国語の図書など、幅広い資料に対応しています。 

TRCデータ部では、毎日約 200冊の新刊図書のMARCを作成しています。 

書店発売の数日前に取次会社から入荷する、実際に流通する図書を使ってデータを構築。 

第 1回はそんなMARC作成の現場をリポートします！ 

新刊図書流通と TRC MARC作成スケジュール 
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◆書店発売とほぼ同時に MARCが完成！◆ 

＊並行して週刊新刊全点案内の編集作業も行っています＊ 

出版社から取次会社へ 

図書が搬入され、書店発

売されるまでの数日間で

MARC を作成します。 

出版社 取次会社 

この間約３～５日！部内で分業し、 

スピーディーにデータをお届けします。 

 

 

タイトルやサブタイトル、あらすじには入らないようなキーワード

から図書を探せたら…。そんな願いを叶えるのが「内容目次班」。

1冊の図書に複数の独立した作品を含むもの（短編集や論文集な

ど）について、個々のタイトルや著者名から検索できるようにする

内容細目ファイルと、ノンフィクションの児童書や楽譜、研究者や

大学向けの専門書の目次をまるまるデータ化する目次情報ファイル

を作成しています。 

 

真っ黒のカーテンの中で行われているのは… 

表紙撮影！図書の顔である表紙は選書の際に重要

な要素の一つ。この暗室の中で 1冊 1冊手作業で

表紙を撮影し、MARCに結び付ける作業を行って

います。凹凸があったり、キラキラのホログラム

で輝く図書などは撮影が大変！「写真班」の腕の

見せ所です。 

 

「この図書はだれが書いたの？」 

「〇〇さんの別の作品が読みたいなあ」 

「えっ！この人こんな別名を持っていたの！？」 

著者に関することならば「典拠班」におまかせあれ！誰が

その図書を書いたのか、著者の情報を典拠ファイルとして

作成・管理・維持しています。同姓同名の別人を区別した

り、シェイクスピアとシェークスピアなど、図書によって

表記の違う人物をひとまとめにすることで検索漏れを防い

だり、名前を使い分けている人を結び付けたり。 

典拠ファイルを用いることで、検索の幅がぐっと広がりま

す。 

 

取次会社はじめ、各所より集めた新刊図書の受け入れ・MARC No.の発番を担当

するとともに、図書の基本プロフィールを入力しているのがここ「新刊班」。 

タイトル・著者名（典拠班と連携）・出版者・シリーズといった検索の要になる

部分はもちろん、大きさ・ページ数・装丁の種類などの形態も細かくチェックし

ます。図書館での検索や選書のポイントになる要点を押さえ、図書全体をあちこ

ち丁寧に見ながら MARCを完成させていきます。正確なデータを作るため、１冊

に対し複数人が何重にもチェックして確認しています。 

 

週刊新刊全点案内に掲載するのは文字通り1週間分の新刊

図書。週刊誌であるため作業に〆切があります。そのため

入荷した曜日ごとに IC タグの色を分け、〆切を意識しな

がら効率的に作業を進めています！ 

データ部をぐるっと囲むのっぽの本棚にも工夫が！ 

図書館のように、図書にバーコードを貼り付けることはでき

ないため、1冊ごとに MARC No.をリンクさせた ICタグを

挟んで作業します。データ部にある棚と個人の机には、ICタ

グと連動して本がどこにあるか教えてくれる ICリーダーを

設置。図書が部内をあちこち動き回る MARC作成工程の大き

な力になってくれています。 

 

一体どんなことが書かれた図書なの？選書の際大きなポイント

となるあらすじや特徴を入力するのがここ「内容紹介班」。 

カヴァー・帯や本文、まえがき・あとがきなどから要旨を 

つかみ、図書の紹介文を 105文字以内でまとめています。 

また児童書には、子どもが自分で内容を理解し本を探せるよ

う、よりやさしい文章でまとめた児童用内容紹介文も入力して

います。 

 

膨大な数の資料を所蔵する図書館で、どこに配架する

かを決める重要な役割を担う分類記号や件名。 

「分類件名班」では 1冊 1冊の中身を確認し、日本

十進分類法(NDC)に則り分類記号を与えています。 

キーワードで主題を表す件名や、児童の調べものを助

ける学習件名もここで付与。より細かい内容で検索可

能な TRCオリジナル項目のジャンルも充実させてい

ます。 

（新刊案内については Vol.12 にて特集します） 
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